
栃木県 土壌診断プログラム
（たい肥活用による減肥診断 Ver 2.1）

栃木県農政部

簡易マニュアル

土壌診断プログラムの入手土壌診断プログラムの入手

県庁のホームページで、以下のページを開く
ホーム＞産業・しごと＞農業＞経営・技術

○県庁のホームページ＞産業・しごと

○農業＞経営技術＞農薬、肥料、病害虫関連



クリックしてダウンロードする



○ ダウンロードしたファイル（エクセルファイル）を開く

クリック
マクロを有効にする

○ 使用許諾契約に同意する

クリック

（この操作はソフトの
使い始めの最初だけ
です。）

土壌診断ソフトの使い方土壌診断ソフトの使い方



○ 計算シートに移行する

計算シート

○ たい肥の種類などを設定する

▼を押して、リストを表示さ
せ、たい肥の種類を選択

たい肥の施用量を記入
（今まで施用していた量）
（たい肥を施用しない場合は、任
意に１などを記入しておく）

たい肥の成分がわ
かっている場合は、
ここに記入

たい肥の成分がわか
らない場合は、ここ
をクリックすると自
動的に記入される



○ 作物名などを選択する

①から順番に選択していく。

○ 土壌分析結果を入力する

シート「CECと
りん吸」の表
から入力

赤色の線で囲まれたセルは、入力必須

どちらか
選択



○ 土壌診断を計算する

クリックすると、土壌診断結果
が自動記入される

○ 印刷用シートを作成する

クリックすると、印刷用のシー
トが作成される



○ 土壌診断結果が表示される

pHが低い場合には、
ここに石灰質肥料
の施肥量が記載さ
れる。

理想的な施肥



成分施肥量→肥料の施肥量 計算成分施肥量→肥料の施肥量 計算

○ ソフトでは、窒素・りん酸・加里の成分施肥量(kg/10a)
が表示される

土壌診断結果の成分施肥量
窒素・りん酸・加里 の比率に最も近い肥料を選択

○ 実際に施肥する肥料の施肥量を手計算する

窒素の成分量で、肥料の施肥量を決める

肥料の施肥量(kg/10a) ＝
窒素成分施肥量 ÷ 肥料の窒素成分％

例えば、りん酸・加里が少なくてよい場合は、
L字型肥料を選択。
りん酸・加里がゼロでよい場合は、窒素単肥で。

りん酸・加里が足らない場合は、ようりんや塩化加里などで補足する


